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研究成果の概要（和文）：汽水域固有のカニ類が示す顕著な遺伝的・生態的分化の様相を、シオ

マネキ、ヒメヤマトオサガニ、アリアケモドキ、クマノエミオスジガニ、タイワンヒライソモ

ドキについて、日本沿岸の地域集団間の比較を通して明らかにした。遺伝的障壁は、トカラ海

峡にもつものが多く、アリアケモドキのように、太平洋側沿岸と日本海側沿岸の間に遺伝的障

壁があるものや、クマノエミオスジガニのように、九州東岸と紀伊半島東岸との間で遺伝的共

通性がまったくないものまで認められた。地域集団のもつ繁殖特性が、この遺伝的特性の相違

と連関するのが、シオマネキ、アリアケモドキ、ヒメヤマトオサガニで認められた。 
  
研究成果の概要（英文）：Intraspecific genetic and ecological divergence has been elucidated 
along the Japanese coast for 5 brackish-water crabs of Uca arcuata, Macrophthalmus 
banzai, Deiratonotus cristatus, Deiratonotus kaoriae, and Ptychognathus ishii.  Most of 
them had distinct genetic divergence between the Japanese mainland and the Ryukyu 
Islands, concurrent with ecological divergence of breeding season.  Within the Japanese 
mainland, distinct differentiation was also found between the Japan Sea coast and the 
Pacific coast in D. cristatus and between Kyushu and the Kii Peninsula in D. kaoriae. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

2010 年度 600,000 180,000 780,000 

2011 年度 500,000 150,000 650,000 

2012 年度 500,000 150,000 650,000 

  年度  

総 計 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

 
 
研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：基礎生物学・生物多様性・分類 
キーワード：生物多様性 分類 集団 遺伝的構造 生態的特性 
 
１．研究開始当初の背景 
  
 海洋生物では最近になって、陸上生物に劣
らず、地域集団間での遺伝的な分化や生態的
変異の存在が明らかとなってきた。なかでも
沿岸性の内湾や河口域といった他から地形
的に隔絶されやすい環境をすみ場所とする

生物種では、開放的な海岸にすみ場所をもつ
種に比べて、遺伝的な分化が顕著になる例が
示されてきた。 
 一方集団間の遺伝的な相違は、集団間での
生態的特性の相違とも結びついていること
が考えられる。同一種の地域集団間での生態
的特性の相違は、沿岸性のカニ類では、例え
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ば繁殖期の相違や繁殖行動様式の相違とし
て知られている。しかし集団の地域固有性を、
遺伝子レベルと生態的特性の両面から明ら
かにしようとした研究は、海洋生物では例が
少ない。 
 本研究では、汽水域固有で、かつ絶滅が危
惧される稀少種のカニ類複数種を取り上げ、
その遺伝的変異に加えて、生態的特性特に、
繁殖特性においても顕著な地域固有性が認
められるかを種間比較を通して見出そうと
するものである。 
 その成果は、海洋生物学、生態学、生物多
様性学に大きく貢献するとともに、人為的影
響により絶滅が危惧される汽水域固有の種
の保全にも貢献するものである。 
 
２．研究の目的 
  
 日本の沿岸に飛び石的に分布する汽水域
固有の絶滅危惧稀少カニ類が、その分布の特
徴から、遺伝的かつ生態的に、それぞれの地
域に固有の特性をもっているかを、モクズガ
ニ科のタイワンヒライソモドキ、スナガニ科
のシオマネキ、オサガニ科のヒメヤマトオサ
ガニ、ムツハアリアケガニ科のアリアケモド
キとクマノエミオスジガニの５種について、
それぞれの地域集団間比較を通して検証し
ようというのが本研究の目的である。 
 タイワンヒライソモドキは、汽水域の転石
地に生息し、神奈川県から沖縄島までの西南
日本に分布するが、記録される地域は限られ
ており、生態的特性は和歌山県の集団で報告
されているだけであり、遺伝的変異について
の情報は皆無である。 
 シオマネキは、汽水域の塩性植物群落周辺
の泥干潟に生息し、伊豆半島から沖縄島まで
の西南日本沿岸に分布するが、記録される地
域は限られ、かつ集団サイズも小さい集団が
多い。シオマネキの遺伝的情報と生態的特性
には既往の情報があるが、それは繁殖特性が
有明海の集団についてのものだけである。ま
た集団間の遺伝的変異については、沖縄島の
集団が特に遺伝的多様性が低下しており、か
つ日本の他地域の集団とは大きく異なる特
徴をもっていることがわかっている。 
 ヒメヤマトオサガニは、汽水域の泥干潟に
生息し、紀伊半島沿岸から沖縄までに分布す
るが、奄美大島以南の集団が種子島以北の集
団と形態的に異なることが知られており、繁
殖期も九州の集団と沖縄島の集団とで大き
く異なることが知られている。しかし遺伝的
変異に関しては限られた地域集団のものし
かわかっていない。 
 アリアケモドキは汽水域の干潟中下部か
ら潮下帯の泥底に生息し、北海道から沖縄ま
での日本全土を覆う分布範囲をもつが、分布
が見られる河口域は限られており、広い分布

域をもちながら、分布地は断続的である。本
種の生態学的研究はほとんどなく、また遺伝
的集団構造を扱った研究もない。 
 クマノエミオスジガニは、近年アリアケモ
ドキ近縁の新種として報告された日本固有
種で、宮崎県の熊野江川河口と三重県の櫛田
川と宮川の河口域からしか知られていない
顕著な飛び石的分布を示す稀少種である。本
種の生態的知見も遺伝的情報も皆無である。 
 
３．研究の方法 
 
（１）シオマネキ 
 既往の遺伝的変異の情報に加え、生態的変
異の情報を得るために、沖縄島と徳島県吉野
川の本種生息地において年間を通した集団
の体サイズ組成の変化、繁殖活動の季節性、
配偶行動様式、雌の抱卵数と卵サイズのデー
タを収集し、それを既往の有明海の集団の情
報と比較した。またその生活史特性における
地域間差異を既往の遺伝的変異と関連付け
て検討した。 
 
（２）アリアケモドキ 
 和歌山県富田川、徳島県勝浦川、鹿児島県
奄美大島役勝川の３地域の集団について、年
間を通した集団の体サイズ組成の変化、繁殖
活動の季節性に関するデータを収集し、繁殖
期間や寿命といった生活史特性の比較を行
った。併せて、この３地域と北海道、岩手、
神奈川、高知、佐賀、熊本の集団の遺伝子解
析を行い、地域集団間での遺伝的な類縁関係
を明らかにした。 
 
（３）クマノエミオスジガニ 
 既往の宮崎県熊野江川の集団の生活史特
性を三重県の集団のそれと比較するため、三
重県宮川において、年間を通した本種集団の
体サイズ組成の変化、繁殖活動の季節性を調
べた。併せて熊野江川と宮川の集団の遺伝子
解析を行い、両集団間での遺伝的差異を検討
した。 
 
（４）ヒメヤマトオサガニ 
 和歌山、高知、種子島、奄美大島、沖縄島、
西表島の６地域の集団について遺伝子解析
を行い、地域集団間での遺伝的類縁関係を求
めた。また６地域集団の繁殖期についての情
報も集め、遺伝的変異と繁殖期の地域間差異
との連関をみた。 
 
（５）タイワンヒライドモドキ 
 静岡、和歌山、高知、熊本、対馬、沖縄島
の６地域の集団について遺伝的解析を行い、
地域集団間での遺伝的類縁関係を求めた。 
 
４．研究成果 



 

 

 
（１）シオマネキ 
 沖縄島と徳島・熊本の集団間での繁殖特性
の相違が明らかとなった。即ち、繁殖期は 
日本本土では夏季にあるのに対して、沖縄で
は、夏季と冬季の２期あること、配偶行動様
式においては、本土では、地上でつがいを形
成する表面様式と巣穴内でつがいを形成す
る巣穴内様式がとられるのに対して、沖縄で
は、表面様式しかとられないこと、そして性
成熟達成サイズが、沖縄では本土に比べて小
さいことなどが明らかとなった。沖縄島の集
団は、遺伝的にも本土の集団と大きくかけ離
れており、遺伝的多様性も極めて低いことが、
既往の情報として知られており、沖縄の集団
は、遺伝的にも生態的にも高い固有性を有し
ていることが示された。 
 
（２）アリアケモドキ 
 年間を通した野外調査から、本種の繁殖期
は、和歌山では春から夏にあるのに対し、徳
島と奄美大島では冬から春にあるという大
きな違いがあることが明らかとなった。さら
に北海道から奄美大島までの９地域の集団
の遺伝子解析からは、大きく３つのグループ、
即ち太平洋沿岸、北海道・北部九州・瀬戸内
海、南西諸島に分かれ、しかもその３つのグ
ループ間の遺伝的相違が極めて大きいこと
が明らかとなった。 
 
（３）クマノエミオスジガニ 
 三重県宮川における定期的な野外調査か
ら、本集団の繁殖期、寿命ともに宮崎県熊野
江川の集団と同様の特徴を示すことが明ら
かとなった。しかし遺伝子解析からは、両集
団は遺伝的にまったく独立していることが
示された。 
 
（４）ヒメヤマトオサガニ 
 和歌山から西表島までの６地域の集団の
遺伝子解析から、日本本土（和歌山、高知、
種子島）の集団と南西諸島（奄美大島、沖縄
島、西表島）の集団間で大きな遺伝的相違が
認められた。またその違いは繁殖期が夏期に
あるか冬期にあるかという違いとも連関し
ていることが明らかとなった。 
 
（５）タイワンヒライソモドキ 
 静岡から沖縄までの６地域の集団の遺伝
子解析から、日本本土と南西諸島との間に遺
伝的障壁があること、また日本海の対馬の集
団は、これら２つのグループとも遺伝的に全
く異なる特徴をもっていることが明らかと
なった。 
 
 以上５種のカニ類の遺伝的変異と生態的
変異をまとめると次のようになる。 

・トカラ海峡に大きな遺伝的障壁が存在し、
それが生態的変異とも連動している。（シオ
マネキ、アリアケモドキ、ヒメヤマトオサガ
ニ、タイワンヒライソモドキ） 
・日本本土内にあっても、太平洋側沿岸と日
本海側沿岸で遺伝的にも生態的に異なる特
徴が認められる。（アリアケモドキ、タイワ
ンヒライソモドキ） 
・日本本土内でも遺伝的にまったく異なる集
団が存在することがある。（クマノエミオス
ジガニ） 
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